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担当部署 化薬営業部

担当者 菊地　雄輝

NETIS登録番号 KT-190005-A 電話番号 03-3436-1224

会社名等 日本工機株式会社 MAIL info@nippon-koki.co.jp

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　建設業において土木工事や建築工事を行う場合、岩盤・岩石の掘削やコンクリート

構造物の解体を伴うケースがあります。これらの掘削や解体については、周辺環境に

配慮した工法で行うケースが増えており、近隣に民家や構造物がある場合は振動影響

を考慮した工法が求められています。

　弊社は上記解決策の一つとして「非火薬」「瞬時に破砕」「低振動」を特徴とした

「蒸気圧破砕薬ガンサイザー®（KT-990072-V）」を補助工法として提案しておりますが、

近年はさらに低振動かつ効率的な方法が求められるようになりました。

　そこで「蒸気圧破砕薬ガンサイザー®」の低振動効果を最大限に活用するための

着火装置として蒸気圧破砕薬用IC段発着火具を開発致しました。

２．技術の内容

　岩盤・岩石・コンクリート等を低振動に破砕するためのIC延時回路付き着火装置。

蒸気圧破砕薬ガンサイザー®に取り付けることで、従来よりも低振動破砕が可能です。

３．技術の効果

　従来着火具は着火薬量に応じて単純に振動値が大きくなりますが、蒸気圧破砕薬用

IC段発着火具は時間差をつけて破砕薬を分割着火することにより振動が低減します。

４．技術の適用範囲

・市街地や既設構造物近傍、ビル解体工事等の屋内でも施工可。（ただし使用条件による）

５．活用実績（2022年10月4日現在）

国の機関　11　件（九州　2　件、九州以外　9件）

 自治体　　15　件（九州　12　件、九州以外　3件）

  民間　　　11　件（九州　3　件、九州以外　8件）　

技 術 概 要　

蒸気圧破砕薬用IC段発着火具技術名称

従来品 蒸気圧破砕薬用IC段発着火具
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６．写真・図・表

蒸気圧破砕薬用IC段発着火具 カタログ

蒸気圧破砕薬ガンサイザー🄬 カタログ
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技 術 概 要 
 

技術名称 ピン接続SqC長尺橋梁工法 
担当部署 営業管理部 

担当者 吉本 摂 

NETIS登録番号 SK-220004-A 電話番号 088-845-1510 

会社名等 株式会社高知丸高 MAIL marutaka@ceres.ocn.ne.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

弊社では仮桟橋・仮構台・簡易橋架設時の上部工に関する施工技術であるSqCピア工法

（2014年準推奨技術）を開発し、これに基づき施工を行っている。「ピン接続SqC長尺橋梁

工法」の開発により、SqCピア工法の工期・工費を更に大幅に削減することを目的としてい

る。橋梁架設高橋脚においては、橋脚と橋梁の工期・工費を分けると、橋脚が70％、上部

工が30％の比率となる。橋脚を少なくするためには、上部工のスパン長(橋長)を長くする

必要がある。従来の橋長6ｍを20ｍ～30ｍまで長くする事で、橋脚を2箇所少なくすること

ができ、それにより大幅に工期・工費を削減できる。又、昨今ボルト不足に伴う工事の遅

延も多く、大量のボルト締結に時間を要す為、それらを解決すべく開発に至る。 

 

２．技術の内容 

現場の条件によっては、杭打設個所が限定されることにより橋脚を設置することができず、支間

長を伸ばす必要現場の条件によっては、杭打設個所が限定されることにより橋脚を設置すること

ができず、支間長を伸ばす必要がある場合が生じるが、この場合、必然的に現場継手を要する主

桁が必要となる。「ピン接続SqC長尺橋梁工法」は腹板継手にピン連結を採用することによって、架

設作業の単純化を可能にした。従来技術では大量のボルトを使用するが、当該技術では、他の同

様の鈑桁工法と比較した場合、施工日数の大幅な短縮、ボルト数量の大幅な削減が可能である。

超大スパン支間長の桟橋構造の中でも特にシンプルで最も工期・工費・ボルト納入日程の削減に

つながることができ、特に緊急性を要する仮桟橋・構台の構造としては最適な技術である。 
 

３．技術の効果 

・単純ピン構造および架設の単純化を図ることでき、また、長スパン対応により杭・橋脚工が減

少、橋脚補強等高所作業も少なくなり、施工性向上による大幅な工期短縮が可能である。 

・ピンを含めた上部工部材が転用可能で、廃材が極めて少ない。 

・高強度のSM490材の使用により、長スパンに対応ができ支持杭本数の削減が可能となるた

め工期短縮が図れる。 

・架設の単純化により、特に緊急を要する災害時の応急用橋梁として最適である。 

・運搬についても、接合前のパネルを運搬することで、一部材最大8.0m、重量も最大2.8ｔであ

ることから、特殊車両通行許可がいらない。 
 

４．技術の適用範囲 

・幅員は2mから2.0mピッチで無制限に対応可能である。 

・スパンは、主桁の組み合わせにより、12ｍ～28mに対応可能である。 

・許容上載荷重 

スパン長20.0m 120tクローラクレーン作業（吊荷重225kN） 

スパン長28.0ｍ 35tクローラクレーン作業（吊荷重130kN） 

 

５．活用実績（2022年10月20日現在） 

・国の機関1件（中部地方） 

・自治体1件（四国地方） 

・民間1件（中部地方） 高知丸高 ホームページ 
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６．写真・図・表 

 
「ピン接続SqC長尺橋梁工法」施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②プレート設置 ③接続 ④上部ボルト連結 

⑤連結ピン挿入 ⑥下部ボルト固定 ⑦主桁架設 

⑧対傾構架設 ⑨覆工板敷設 ⑩手摺り設置 

中部地方 橋長20ｍ 

中部地方 橋長20ｍ 

四国地方 橋長28ｍ 

①地組準備 
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技 術 概 要 
 

技術名称 
走行型高速3Dトンネル点検システム 

MIMM(ミーム) 

担当部署 営業部 

担当者 鬼塚由紀乃・岩本直士 

NETIS登録番号 KK-130026-VE 電話番号 093-642-8231 

会社名等 計測検査株式会社 MAIL kkeigyo@keisokukensa.co.jp 

y-onizuka@keisokukensa.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 

従来の道路トンネル定期点検では、点検者が高所作業車に乗り、直接覆工表面を確認し

変状箇所を抽出したりハンマーで叩いてコンクリートのウキや剥離を打音検査したりする

ことが基本となっています。しかし、こうした近接目視や打音検査は、通行止めや交通規

制を伴い、現地作業日数が増えると道路利用者に影響を及ぼすことになります。また、高

所や長距離での人力によるスケッチ作業は、作業者への身体的負担もあり、正確さが落ち

てしまうといった問題があります。 

 そうした現状を受け、当社では、より効率的かつ正確に覆工表面の変状を計測するシス

テムとして、車両にカメラ及びレーザ機器を搭載し交通規制をかけずに走りながら計測が

出来る走行型計測システムMIMM(ミーム)を、2010年に開発するに至りました。 

 

 

２．技術の内容 

本技術は、車両に搭載した画像撮影システム(MIS)と、高精度3次元レーザ計測システム

(MMS)を使い、走行しながら覆工表面のひび割れや漏水などの変状の取得と、トンネル断面

形状の取得ができるシステムです。撮影システムでは高精細なカラー画像が取得可能で、

時速40～80km程度の走行速度で、0.2mm以上のひび割れが検出できます。また、レーザ計測

システムにて取得した3Dデータからは、断面形状や変形モードを求めることができ、建築

限界の解析や、2時期の変形の差分解析も可能です。 

 

 

３．技術の効果 

・時速40～80km程度で走行しながら計測できるため、計測時にトンネルの通行止めや交通

規制が必要ないのは勿論、更に、取得した変状情報を活用することで現地での打音検査の

日数を短縮でき、全体として交通規制による道路利用者への影響の縮減およびコスト縮減

が見込めます。 

・人手による変状のスケッチは正確さが落ちる懸念がありますが、本技術は画像やレーザ

といった客観的データを元にするため、正確な変状展開図を記録することができます。 

・人による成果のばらつきを抑制できるため、二回目以降の点検結果との比較が正確にで

き、進行性判定や変状原因の推定など、トンネル健全度診断、詳細調査や対策要否の検討

にも役立ちます。 

 

 

４．技術の適用範囲 

・車両通行ができる道路トンネルにて適用可能です。 

(画像計測は、死角となる部分は計測不可。レーザ計測は、トンネル外でもGPSが受信でき

ない場所や、電子基準点データが配信されていない場所、時間では計測不可) 

 

 

５．活用実績（2022年9月現在） 

全国3300㎞以上(道路ﾄﾝﾈﾙ800㎞、鉄道ﾄﾝﾈﾙ1300㎞、高速道路や水路1200㎞) 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測検査 株式会社 

URL：https://www.keisokukensa.co.jp/ 
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